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１
．
は
じ
め
に

（
１
）
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
す
る
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋

　

こ
こ
数
年
、
東
京
な
ど
の
都
市
部
を
中
心
に
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
（
地
方
自
治
体
の
特
産
品
の
販
売
や
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
を
目
的
と
し
た

店
舗
）」
な
ら
ぬ
「
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
（
地
方
自
治
体
の
特
産
品
を
総
合
的

に
活
用
し
た
飲
食
店
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
始
め
て
い
る
。
ア
ン
テ
ナ
居

酒
屋
の
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
行
政
が
運
営
、
行
政
と

民
間
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
運
営
、
行
政
が
公
認
す
る
店
、
自
治
体

や
島
の
名
前
を
冠
し
た
店
と
し
た
い
。
近
年
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
離
島
関
係
市
町
村
の
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
だ
け
を
み
て
も
、

「
宮
城
県
女
川
町　

産
直
鮮
魚
と
マ
グ
ロ
の
明
神
丸
」（
東
京
・
門
前
仲

町
）、「
青
ヶ
島
屋
」（
同
・
新
宿
）、「
佐
渡
島
へ
渡
れ
」（
同
・
恵
比
寿
な
ど
）、

「
長
崎
県　

平
戸
漁
港　

六
次
朗
」（
平
戸
市
の
特
産
品
を
活
用
。同
・
上
野
）、

「
ご
当
地
酒
場　

長
崎
五
島
列
島
小お

値ぢ

賀か

町
」（
同
・
日
本
橋
）、「
よ
り

あ
い
処
つ
し
ま
」（
福
岡
・
博
多
）
な
ど
、
す
ぐ
に
数
軒
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
平
成
二
一
年
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
行
商
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
東
京
・
浅
草
の
百
貨
店
内
な
ど
へ
の
出
店
を
経
て
、
今
年

九
月
下
旬
に
同
・
神
楽
坂
に
店
舗
を
開
い
た
島
根
県
海あ

士ま

町
の
「
離

島
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
先
駆
け
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
の
一
画
に
建
つ
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
「
上
五
島
」

　

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
。
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
の
建
つ
道
玄
坂

二
丁
目
を
井
ノ
頭
通
り
の
方
へ
曲
が
り
一
区
画
ほ
ど
歩
い
た
、
渋
谷

セ
ン
タ
ー
街
の
外
れ
に
建
つ
白
い
三
階
建
て
の
ビ
ル
の
二
階
に
「
日

本
列
島
酒
場 

上
五
島
」（
以
下
、「
上
五
島
」）
が
あ
る
。
店
内
に
入
る

と
周
囲
の
雑
踏
が
嘘
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
空
間
が

広
が
る
。

「
上
五
島
」
は
、
長
崎
県
新
上
五
島
町
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚
や
五

島
う
ど
ん
な
ど
上
五
島
産
の
食
材
を
中
心
に
取
り
扱
う
「
ア
ン
テ
ナ

日
本
料
理
店
」
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
は
平
成
二
六
年
九
月
。
店
舗
の

運
営
は
、
同
町
・
中な
か
ど
お
り
じ
ま

通
島
の
公
設
民
営
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
マ
ル

新
た
な
視
点
で
水
産
物
の
販
路
拡
大
を
模
索
す
る
長
崎
県
上
五
島

︱
「
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
」の
展
開
、
移
動
販
売
車
の
導
入
︱

本
誌
編
集
部
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ゲ
リ
ー
タ
」
の
指
定
管
理
者
で
も
あ
る
際き
わ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
が
担
う
。
同
社
は
、
飲
食
店
を
中
心
に
三
〇
〇
店
舗
以
上
を
全

国
に
展
開
し
て
い
る
。
町
と
同
社
は
、
同
二
七
年
三
月
に
相
互
連
携

を
強
化
し
て
、
町
の
観
光
や
物
産
の
振
興
、
知
名
度
の
向
上
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
だ
。

　

店
の
売
り
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
上
五
島
産
の
新
鮮
な
魚
で
あ
る
。

島
で
水
揚
げ
さ
れ
競
り
に

か
け
ら
れ
た
魚
を
、
島
内

の
契
約
水
産
業
者
が
購
入
、

す
ぐ
に
活
き
締
め
、
神
経

抜
き
な
ど
の
処
理
を
施
し

て
箱
詰
め
し
、
宅
配
便（
冷

蔵
）
と
し
て
出
荷
す
る
。

商
品
は
、
長
崎
港
か
ら
長

崎
空
港
へ
陸
送
さ
れ
、
空

路
に
て
そ
の
日
の
う
ち
に

東
京
へ
届
く
。
例
え
ば
今

日
の
夜
に
発
注
し
た
場
合
、

最
短
で
明
日
の
夜
に
は
店

に
並
ぶ
。
際
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
Ｐ
Ｒ
／
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
石

川
美
保
子
さ
ん
は
、「
客

層
は
、
若
者
と
い
う
よ
り
も
少
し
年
齢
が
高
め
の
落
ち
着
い
た
方
が

中
心
。
や
は
り
『
魚
が
と
て
も
美
味
し
い
』
と
い
う
声
が
多
い
」
と

話
す
。

　

店
で
は
鮮
魚
の
ほ
か
に
も
、
五
島
う
ど
ん
、
か
ん
こ
ろ
餅
、
焼
酎
、

上
五
島
産
の
塩
と
椿
油
が
入
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
上
五
島
の
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。「
島
の
ジ
ビ
エ
」

と
し
て
、
地
元
猟
師
の
組
合
で
あ
る
新
上
五
島
町
有
害
鳥
獣
有
効
利

用
組
合
か
ら
仕
入
れ
た
猪
肉
も
扱
っ
て
お
り
、
島
で
有
害
鳥
獣
と
し

て
駆
除
し
た
猪
の
有
効
な
活
用
法
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

石
川
さ
ん
は
、「
当
日
ど
ん
な
魚
が
釣
れ
る
か
で
、
店
に
入
っ
て

く
る
魚
種
が
変
わ
る
。
そ
れ
が
店
の
魅
力
で
も
あ
る
が
、
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
在
、
上
五
島
の
食
材
は
提
供
で
き
て
い
る
が
、
島
で
の
食

べ
方
ま
で
は
完
全
に
提
供
し
き
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
食
べ
方
ま
で

も
含
め
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
い
っ
た
展
開
を
し
て
い
く
と

き
、
地
元
行
政
と
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
」
と
、
展
望
を
語
る
。

●

　

本
誌
に
て
数
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
い
る
通
り
、
島
の
基
幹
産
業

で
あ
る
漁
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
六
次
産
業
化
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
や
、
島
外
へ
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
福
岡
県
大
島
、
鹿
児
島
県
下し
も

甑こ
し
き

島じ
ま

（
そ
れ
ぞ
れ
本
誌

二
四
一
号
、
二
四
二
号
参
照
）
な
ど
は
そ
の
代
表
と
言
え
る
。
上
述
の

上
五
島
も
こ
れ
ら
取
り
組
み
に
積
極
的
な
地
域
で
あ
る
。
最
近
の
新

「上五島」のメニュー。上五島産の食材を使った料理が並ぶ。
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聞
記
事
な
ど
を
あ
た
っ
て
み
る
と
、
移
動
販
売
車
を
活
用
し
て
他
県

へ
の
販
路
拡
大
を
図
っ
た
り
、
加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
み
「
県
の

逸
品
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
漁
協
な
ど
、
厳
し
い
水
産
業
の
現
状
を

打
開
す
る
新
し
い
う
ご
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。
八
月
上
旬
、
島
の
水

産
の
現
況
を
知
る
べ
く
、
新
上
五
島
町
を
巡
っ
た
。

２
．
移
動
販
売
車
で
の
販
路
拡
大
や
観
光
客
へ
の
朝
食
の
提
供

な
ど
に
取
り
組
む
上
五
島
町
漁
協

（
１
）
漁
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て

　

中
通
島
の
西
側
、
青あ
お

方か
た

港
の
近
く
に
位
置
す
る
の
が
上
五
島
町
漁

協
で
あ
る
。
近
海
は
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
魚
種
が
来
遊
す
る
好

漁
場
で
、
そ
の
種
類
は
年
間
約
二
〇
〇
種
に
も
お
よ
ぶ
。
漁
法
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
主
と
し
て
定
置
網
、
旋ま
き
あ
み網
、
刺
網
、
一
本
釣
り
、
は
え

縄
、
籠
な
ど
多
種
に
わ
た
る
。
こ
の
ほ
か
ヒ
ラ
マ
サ
や
ブ
リ
・
ハ
マ

チ
な
ど
の
養
殖
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
六
年
度
の
組
合
員
数
は
四
二
四
人
で
、
こ
の
う
ち
正
組
合

員
が
一
七
二
人
。
同
一
六
年
の
組
合
員
数
が
六
〇
八
人
（
う
ち
正
組

合
員
四
四
〇
人
）
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
一
〇
年
で
二
〇
〇
人
弱
減
少
し

た
こ
と
に
な
る
。
漁
協
業
務
部
業
務
課
長
の
古
木
亮
さ
ん
（
以
下
、

古
木
さ
ん
）
に
よ
る
と
「
組
合
員
数
の
減
少
は
、
高
齢
や
病
気
に
よ

る
脱
退
が
ほ
と
ん
ど
。
現
在
の
組
合
員
の
平
均
年
齢
は
ゆ
う
に
六
〇

歳
を
越
え
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
。
新
規
就

業
者
の
確
保
が
課
題
」
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
水
揚
げ
量
の

減
少
（
平
成
一
四
年
：
約
一
三
〇
〇
ト
ン
→
同
二
五
年
：
約
九
〇
〇
ト
ン
）、

魚
価
の
低
迷
、
燃
油
の
高
騰
な
ど
が
近
年
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
漁
協
で
は
最
重
要
課
題
と
し
て
魚
価

の
向
上
と
島
外
へ
の
販
路
拡
大
に
よ
る
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
取
り

組
ん
だ
。

（
２
）
上
五
島
町
漁
協
ブ
ラ
ン
ド
「
五
島
箱
入
娘
」
の
確
立

　

上
五
島
町
漁
協
の
主
な
出
荷
先
は
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
（
一
部
、

長
崎
県
漁
連
を
経
由
し
長
崎
方
面
へ
も
出
荷
）。
海
上
輸
送
は
、
野
母
商
船

の
「
フ
ェ
リ
ー
太
古
」
を
利
用
す
る
。
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、

箱
詰
め
さ
れ
、
野
母
商
船
の
冷
蔵
・
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
に
て
博
多
港
へ

運
ば
れ
る
。
昼
ご
ろ
に
上
五
島
・
青
方
港
を
出
港
し
た
フ
ェ
リ
ー
が

博
多
港
に
着
く
の
は
夕
方
。
そ
こ
か
ら
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
へ
陸

送
さ
れ
、
翌
日
の
競
り
に
か
け
ら
れ
る
。
古
木
さ
ん
は
、「
上
五
島
は
、

離
島
と
い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
（
時
間
的
な
制
約
）
に
よ
る
魚
価
の
低
下
、

海
上
輸
送
に
よ
る
割
高
な
輸
送
コ
ス
ト
（
鮮
魚
一
箱
あ
た
り
二
三
〇
～

二
五
〇
円
程
度
）
の
た
め
、
仮
に
一
箱
一
〇
〇
〇
円
で
売
れ
た
場
合
で

も
漁
業
者
の
手
取
り
が
二
五
〇
円
ほ
ど
に
し
か
な
ら
な
い
。
関
西
・

関
東
方
面
へ
の
出
荷
と
な
る
と
さ
ら
に
減
少
す
る
」
と
漁
業
者
の
厳

し
い
現
状
を
説
明
す
る
。

　

そ
こ
で
漁
協
が
平
成
一
八
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
水
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産
物
の
高
品
質
化
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
に
よ
る
魚
価
の
向
上
、「
上
五
島

町
漁
協
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
で
あ
る
。
上
五
島
で
生
産
さ
れ
る
非
常

に
質
の
高
い
魚
を
、
流
通
に
時
間
的
制
約
が
あ
る
な
か
で
、
い
か
に

水
揚
げ
時
に
近
い
状
態
で
消
費
者
ま
で
届
け
る
か
、
漁
業
者
を
対
象

と
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
化
講
習
会
」
な
ど
を
行
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
。
講
習
会
の
内
容
は
、
品
質
を
高
く
一
定
に
保
つ
た
め

の
魚
の
取
り
扱
い
基
準
の
説
明
、
神
経
抜
き
な
ど
取
り
扱
い
技
術
の

指
導
な
ど
。
漁
協
職
員
の
異
動
な
ど
に
よ
り
品
質
が
変
動
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ

き
点
は
多
い
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
一
定
の
基

準
を
満
た
す
漁
協
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
市
場
か
ら
の

評
価
も
得
ら
れ
て
い
る
」
と
、
古
木
さ
ん
は
話
す
。

　

漁
協
で
は
、
こ
の
な
か
で
も
特
に
品
質
の
高
い
魚
を
「
五
島
箱
入

娘
」
と
名
付
け
て
売
り
出
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
出
荷
者
認
定
制
度
を
導
入

し
、
魚
の
取
り
扱
い
方
法
、
活
き
締

め
や
神
経
抜
き
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
カ

墨
の
完
全
除
去
な
ど
厳
し
い
規
格
基

準
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
し

た
漁
業
者
の
み
が
出
荷
者
と
し
て
認

定
さ
れ
る
。「
五
島
箱
入
娘
」
と
い

う
名
前
の
由
来
は
、
漁
業
者
が
一
匹

の
魚
を
我
が
子
の
よ
う
に
大
事
に
取

り
扱
い
な
が
ら
出
荷
し
て
い
く
こ
と

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
い
わ
ば
漁
協

の
取
り
扱
う
魚
の
最
高
峰
で
あ
る
。

高
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、
旬
を
考

慮
し
季
節
ご
と
に
魚
種
を
限
定
し
て

高品質化（ブランド化）にむけた取組

魚種と時期を限定した高品質水産物

ヤリイカ
アオリイカ
真  鯛
（マダイ）

イサキ
太刀魚
（タチウオ）

鯵（アジ）

歯  鰹
（ハガツオ）

鰆（サワラ）
赤カマス

鮑（アワビ）
サザエ
鰤（ブリ）

夏 秋 冬春 タチウオ

イサキ

ヤリイカ

五島の旬を嫁がせます
だから「春夏秋冬」

すなわち旬の娘たちがいるんです

五島箱入娘・主力三姉妹

一般的な漁獲物

上五島町漁協ブランド

五島箱入娘

水揚げの様子。この日、「五島箱入娘」の基準をクリアする魚は揚がら
なかった。
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い
る
の
も
「
五
島
箱
入
娘
」
の
特
徴
と
言
え
る
。

　

な
お
現
在
、
町
で
は
離
島
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
と
し
て
、
離
島

活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
魚
介
類
お
よ
び
特
産
品
（
う
ど
ん
）
の

島
か
ら
本
土
へ
の
海
上
輸
送
費
の
三
分
の
二
を
助
成
し
て
い
る
。
ま

た
今
年
三
月
か
ら
は
養
殖
用
飼
料
の
移
入
費
に
つ
い
て
も
助
成
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
古
木
さ
ん
に
よ
る
と
「
海
上
輸
送
費
の
支
援
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
の
支
援
が
な
く
な
る
と
、
ま
す
ま
す
漁
業
者

の
収
入
が
減
り
、
水
産
業
に
携
わ
る
人
が
減
っ
て
い
く
と
思
う
。
上

五
島
町
漁
協
に
は
養
殖
業
を
営
む
組
合
員
も
い
る
が
、
移
出
補
助
に

加
え
、
移
入
へ
の
補
助
も
で
き
た
こ
と
で
、
新
た
に
人
を
雇
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
。
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
い

っ
た
点
を
し
っ
か
り
評
価
し
、
計
画
期
間
の
三
年
を
経
過
し
て
も
引

き
続
き
支
援
し
て
ほ
し
い
。

（
３
）
移
動
販
売
車
で
販
路
拡
大
と
上
五
島
の
Ｐ
Ｒ
を

　

八
月
の
月
曜
日
の
午
後
二
時
四
〇
分
ご
ろ
、
福
岡
市
東
区
の
ス
ー

パ
ー
の
店
先
に
目
を
引
く
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
停
ま
っ
た
。
上
五
島

町
漁
協
が
運
営
す
る
移
動
販
売
車
「
五
島
箱
入
娘
」
一
号
車
で
あ
る
。

冷
蔵
・
冷
凍
ケ
ー
ス
を
搭
載
し
た
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
同
漁
協

の
「
五
島
箱
入
娘
」
を
代
表
と
す
る
生
鮮
魚
介
類
を
は
じ
め
、
水
産

加
工
品
や
五
島
う
ど
ん
、
椿
油
、
か
ん
こ
ろ
餅
な
ど
の
特
産
品
が
並

ぶ
。
ほ
ぼ
す
べ
て
が
新
上
五
島
町
産
で
あ
る
（
一
部
、
五
島
市
奈
留
島

産
の
も
の
あ
り
）。

　

開
店
す
る
と
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
を
終
え
た
主
婦
な
ど
を
中

心
に
、
新
鮮
な
魚
や
珍
し
い
島
の
逸
品
を
求
め
て
車
内
へ
入
っ
て
い

く
。
漁
協
職
員
で
移
動
販
売
車
担
当
の
中
山
進
一
さ
ん
（
以
下
、
中

山
さ
ん
）
に
よ
る
と
、「
現
在
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
合
計

一
一
カ
所
で
ル
ー
ト
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
販
売
時
間
は
、
だ
い
た

い
午
前
一
〇
時
～
午
後
一
時
、
午
後
二
・
三
時
～
四
・
五
時
ま
で
の
一

日
二
回
（
水
曜
日
は
午
前
中
の
み
）。客
層
は
場
所
ご
と
に
多
少
違
い
は

見
ら
れ
る
が
、
高
齢
の
方
が
多
い
。
平
日
昼
間
の
時
間
帯
に
買
い
物

に
来
る
こ
と
の
で
き
る
方
に
高
齢
者
が
多
い
ほ
か
、
若
者
の
〝
魚
離

れ
〟
も
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
ス
ー
パ
ー
に
入
る
前
に
、
う
ち
で
魚
を
購
入
し
て
お
い
て
、

帰
り
が
け
に
取
り
に
来
る
お
客
様
も
い
る
」
と
い
う
。

　

移
動
販
売
車
を
開
始
し
た
の
は
平
成
二
四
年
三
月
。
惜
し
く
も
今

年
四
月
に
急
逝
さ
れ
た
漁
協
販
売
部
長
の
中
元
達
也
さ
ん
ら
が
中
心

と
な
っ
て
、
漁
業
者
や
地
域
の
方
々
の
さ
ら
な
る
所
得
向
上
や
上
五

島
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
事
業
に
係
る
初
期

費
用
は
、移
動
販
売
車
の
購
入
を
含
め
二
〇
〇
〇
万
円
強
。そ
の
う
ち
、

県
と
町
か
ら
新
世
紀
水
産
業
育
成
事
業
補
助
金
と
し
て
約
一
五
〇
〇
万

円
の
補
助
が
あ
っ
た
。

　

当
初
は
ル
ー
ト
販
売
で
は
な
く
、
農
協
な
ど
の
協
力
の
も
と
ス
ポ

ッ
ト
的
に
農
産
品
直
売
所
で
販
売
し
た
ほ
か
、
社
会
貢
献
も
兼
ね
て

福
岡
県
内
の
新
鮮
な
水
産
物
の
購
入
が
難
し
い
地
域
（
団
地
な
ど
）

へ
独
自
の
判
断
で
出
向
く
な
ど
の
運
営
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
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出
向
い
た
先
の
地
元
の
魚
屋
さ
ん
と
の
関
係
や
効
率
的
な
営
業
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
見
直
し
を
重
ね
る
う
ち
に
、
現

在
の
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
回
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。
ル
ー
ト
の
設

定
に
あ
た
っ
て
は
、
漁
協
が
以
前
か
ら
取
り
引
き
の
あ
っ
た
福
岡
県

の
農
協
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
長
崎
県
漁
連
を
通
じ
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
（
九
州
・
中
国
・
関
西
に
あ
る
一
四
の
生
協
に
よ
り
構
成
）、

長
崎
県
人
会
を
通
じ
て
Ｆ
コ
ー
プ
（
福
岡
県
内
の
五
つ
の
地
域
生
協
の
合

同
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
生
協
）
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
ル
ー
ト
（
販

売
場
所
・
販
売
順
な
ど
）
は
、
売
り
上
げ
状
況
な
ど
を
勘
案
し
毎
年
度

見
直
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
福
岡
市
の
ほ
か
に
糸
島
市
、
春
日
市
、

久
留
米
市
、
八
女
市
、
大お
お

木き

町ま
ち

を
回
っ
て
い
る
。

（
４
）
販
売
現
場
の
声
を
商
品
開
発
に

　

移
動
販
売
の
一
日
は
、
早
朝
の
鮮
魚
の
積
み
込
み
か
ら
始
ま
る
。

島
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
活
き
締
め
な
ど

の
加
工
後
、
移
動
販
売
用
に
パ
ッ
ク
詰
め
さ

れ
、
冷
凍
・
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
に
て
昼
過
ぎ
の

フ
ェ
リ
ー
太
古
で
博
多
港
へ
運
ば
れ
る
。
翌

朝
の
積
み
込
み
ま
で
は
、
同
コ
ン
テ
ナ
で
保

管
。
先
述
の
通
り
、
漁
協
の
出
荷
先
の
メ
イ

ン
が
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
な
の
で
、
移
動

販
売
用
に
船
や
コ
ン
テ
ナ
を
別
途
手
配
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
移
動
販
売
事
業
用
の

事
務
所
は
特
に
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
担
当

者
は
、
毎
朝
自
宅
か
ら
移
動
販
売
車
が
停
め

ら
れ
て
い
る
博
多
港
の
ベ
イ
サ
イ
ド
内
に
通

い
、
そ
こ
で
当
日
販
売
す
る
分
の
鮮
魚
な
ど

の
商
品
を
車
に
積
み
販
売
先
へ
向
か
う
。

　

現
在
の
移
動
販
売
担
当
者
は
二
人
。
当
初

は
三
人
（
す
べ
て
女
性
）
の
シ
フ
ト
制
で
運
営

福岡市内のスーパーの店先に停まる上五島漁協の移動販売車。

車内の冷蔵・冷凍ケースには、上五島産の新鮮な魚が陳列されている。
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し
て
い
た
が
、
や
は
り
男
性
の
力
も
必
要
と
の
こ
と
で
、
一
年
半
ほ

ど
前
に
一
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
代
わ
り
中
山
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。

中
山
さ
ん
は
、「
積
み
込
み
や
積
み
下
ろ
し
な
ど
の
力
仕
事
的
な
面

は
も
ち
ろ
ん
、
ク
レ
ー
ム
対
応
と
い
っ
た
点
で
も
や
は
り
男
性
の
力

が
必
要
だ
っ
た
」
と
話
す
。
今
年
の
一
月
に
女
性
一
人
が
退
職
し
た

た
め
、
二
人
態
勢
と
な
っ
た
。
販
売
先
へ
は
基
本
的
に
二
人
で
行
く

が
、
職
員
の
休
日
確
保
な
ど
の
関
係
か
ら
、
近
場
で
売
り
上
げ
が
比

較
的
低
い
月
曜
日
と
木
曜
日
は
分
担
し
て
一
人
で
売
り
場
を
回
る
。

　

移
動
販
売
車
に
は
、
車
載
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報
管
理
。
物
品
販
売
の

売
り
上
げ
実
績
を
単
品
単
位
で
集
計
す
る
シ
ス
テ
ム
）
が
導
入
さ
れ
、
売
り

上
げ
や
在
庫
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
当
日
の
業
務
終
了
後
に
移
動

販
売
車
か
ら
直
に
漁
協
へ
送
ら
れ
る
。
た
だ
、
い
ま
使
用
し
て
い
る

Ｐ
Ｏ
Ｓ
で
は
、全
体
的
な
数
字
の
管
理
は
で
き
て
も
、「
誰
が
・
何
を
・

ど
こ
で
購
入
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
取
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
漁
協
の
古
木
さ
ん
は
、「
移
動
販
売
の
売

り
上
げ
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
ど
こ
で
何
が
売
れ
た
か
を
島
側

で
管
理
・
分
析
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
。
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
商

品
開
発
を
行
う
な
ど
次
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
改
良

は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
」
と
語
る
。

　

現
在
の
移
動
販
売
の
売
り
上
げ
は
、
曜
日
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る

が
一
日
五
～
一
〇
万
円
程
度
。
夏
よ
り
も
寒
い
鍋
の
季
節
の
売
り
上

げ
の
方
が
良
い
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
事

業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
。
三
年
目
の
今
年
度
を
勝
負
の
年
と
位
置
づ
け

て
い
る
。「
最
近
の
売
り
上
げ
は
横
ば
い
も
し
く
は
微
減
と
い
っ
た

状
況
。
今
年
度
こ
そ
損
益
分
岐
点
を
越
え
よ
う
と
漁
協
販
売
部
で
決

意
を
新
た
に
し
た
矢
先
に
、
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
た
中
元
部
長
が

亡
く
な
っ
た
の
が
非
常
に
悔
や
ま
れ
る
」
と
、
中
山
さ
ん
は
故
人
の

存
在
の
大
き
さ
を
口
に
し
た
。

　

売
り
上
げ
の
向
上
を
目
指
し
、
現
場
か
ら
漁
協
本
部
な
ど
へ
商
品

の
提
案
を
す
る
こ

と
も
あ
る
。
例
え

ば
、
移
動
販
売
用

の
鮮
魚
の
ほ
と
ん

ど
は
、
真
空
パ
ッ

ク
に
し
て
出
荷
す

る
形
態
に
変
更
し

た
。
こ
れ
は
、
真

空
保
存
す
る
こ
と

で
、
鮮
度
を
保
つ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

購
入
者
が
一
回
で

使
い
き
れ
な
か
っ

た
場
合
、
そ
の
ま

ま
冷
凍
す
る
こ
と

も
で
き
る
と
い
う
、

都
市
の
ニ
ー
ズ
に

都市に住む消費者の生活スタイルに合わせて開発した無塩冷凍の商品。
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く
活
用
し
つ
つ
、
販
売
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
新
た
な
客
層

の
開
拓
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。
た
だ
、
新
た
に
販
路
開
拓
し
た
い
の

に
、
そ
れ
だ
け
の
水
揚
げ
が
な
い
こ
と
も
課
題
。
上
五
島
町
漁
協
ブ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
魚
が
安
定
し
て
獲
れ
る
よ
う
、
水
産
資
源
の

回
復
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
語
っ
た
。

（
５
）
観
光
客
向
け
に
女
性
部
が「
漁
師
の
朝
飯
」を
提
供

　

上
五
島
町
漁
協
女
性
部
の
活
動
も
注
目
で
あ
る
。
女
性
部
で
は
、

上
五
島
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
観
光
活
性
化
に
活
か
そ
う
と
、
平
成

二
六
年
度
か
ら
島
へ
の
ツ
ア
ー
客
な
ど
を
対
象
に
予
約
制
で
「
漁
師

の
朝
飯
（
以
下
、
朝
飯
）」
を
提
供
し
て
い
る
。

　

発
端
は
、
近
藤
守
前
組
合
長
と
遠
山
暢の
ぶ
あ
き昭
参
事
が
「
島
へ
お
客
様

を
呼
ぶ
た
め
に
、
漁
協
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い
」
と
、
女

性
部
の
松
田
初
子
部
長
に
相
談
し
た
こ
と
。
こ
れ
を
受
け
て
松
田
さ

ん
は
、
女
性
部
の
面
々
と
協
力
し
て
「
島
に
あ
る
食
材
の
魅
力
を
活

か
し
た
料
理
を
届
け
よ
う
」
と
、
朝
飯
を
考
案
し
た
。

　

朝
飯
は
、
そ
の
日
に
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
旬
の
魚
や
イ
カ
な

ど
の
刺
身
、
漁
夫
汁
（
魚
の
味
噌
汁
）、
焼
き
魚
、
ご
飯
が
並
び
、
食

べ
放
題
で
一
人
一
六
二
〇
円
（
税
込
）。
こ
れ
に
島
で
養
殖
し
て
い
る

ア
ワ
ビ
を
加
え
る
場
合
は
、
同
二
〇
〇
〇
円
（
同
）
と
な
る
。

　

食
事
の
提
供
場
所
は
、
漁
協
の
魚
市
場
・
冷
凍
工
場
の
す
ぐ
隣
に

あ
る
「
海
鮮
処　

第
十
八
か
み
ご
と
う
丸
」。
こ
こ
は
、
毎
年
二
～

合
わ
せ
た
形
だ
。
ま
た
、
魚
を
す
ぐ
に
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
一
旦

冷
凍
保
存
す
る
と
い
う
消
費
者
向
け
に
、
無
塩
冷
凍
の
商
品
も
開
発

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
提
案
に
対
し
、
島
側
で
は
懐
疑
的

な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
。
中
山
さ
ん
は
、「
当
初
、
冷
凍
商
品

を
つ
く
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
る
職
員
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
移

動
販
売
車
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
ス
ポ
ッ

ト
的
に
試
験
販
売
し
て
反
応
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
売
れ
る

こ
と
が
分
か
る
と
、
地
元
も
提
案
を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ポ
ッ
プ
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
旬
の
魚
を
消
費
者
に
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
対
面
販
売
の
利
点
を
生
か
し
て
食
べ
方
や
料
理
法
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
っ
た
販
促
活
動
も
積
極
的
に
展
開
し
て

い
る
。

　

移
動
販
売
の
売
り
上
げ
の
割
合
は
、
鮮
魚
と
加
工
品
で
半
々
か
、

や
や
加
工
品
の
方
が
大
き
い
。
加
工
品
は
漁
協
だ
け
で
な
く
委
託
品

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
利
益
率
を
高
め
る
た
め
に
も
今
後
は
鮮
魚

の
売
り
上
げ
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
な
お
、
移
動
販
売
で

売
れ
残
っ
た
鮮
魚
は
、
福
岡
に
あ
る
提
携
業
者
に
卸
す
た
め
基
本
的

に
廃
棄
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
車
内
の
冷
凍
・
冷
蔵
庫
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
手
が
か
か

る
こ
と
や
、
車
の
塗
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
が
、

特
に
若
い
層
の
開
拓
が
課
題
だ
と
い
う
。
古
木
さ
ん
は
、「
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
の
出
展
依
頼
も
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
上
手
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三
月
に
開
催
さ
れ
る
「
上
五
島
カ
キ
き
ゃ
ー
喰
う
祭
り
（
島
で
と
れ

た
旬
の
カ
キ
を
味
わ
う
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
）」
の
会
場
で
も
あ
る
。
ツ
ア
ー

客
ら
は
、
早
朝
、
魚
市
場
で
競
り
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
朝
食
会
場

へ
向
か
う
。
筆
者
が
訪
れ
た
日
は
、
約
三
〇
人
の
観
光
客
が
、
水
揚

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。
市
場
で
見

た
魚
を
す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
み
や
、
食
事
を
提
供
し

て
く
れ
る
女
性
部
の

方
々
と
の
交
流
な
ど

が
大
変
好
評
で
、
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

阪
急
交
通
社
、
タ
ビ

ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
な

ど
の
関
東
、
関
西
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
を
中

心
に
、
昨
年
度
は
全

国
か
ら
一
七
三
四
人

の
方
々
が
訪
れ
た
。

今
年
度
は
そ
れ
を
さ

ら
に
上
回
る
ペ
ー
ス

で
、
六
月
末
時
点
で

す
で
に
一
〇
五
〇
人

の
集
客
が
あ
る
と
い

う
。
女
性
部
の
方
は
、

「
観
光
の
ピ
ー
ク
時
に
は
連
日
予
約
が
入
っ
て
い
て
、
女
性
部
で
シ

フ
ト
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
『
漁
師
の
昼
飯
』
も
提
供
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

漁
協
の
古
木
さ
ん
に
よ
る
と
、「
女
性
部
の
取
り
組
み
は
お
客
様

に
も
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
女
性
部
の
方
々
の
や
る
気
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
要
望
の
あ
る
昼
飯
に
つ
い
て
は
、
食
事
会
場
が
い
わ
ゆ
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
の
で
、
夏
の
昼
は
熱
中
症
に
な
る
く
ら
い
室
温
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
提
供
は
難
し
い
。
も
し
提
供
を
始
め
る
と

し
た
ら
秋
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

「
長
崎
県
観
光
統
計
」
を
み
る
と
、
近
年
の
新
上
五
島
町
の
観
光
客

延
べ
数
は
、
年
間
一
九
万
六
一
〇
三
人
（
平
成
二
一
年
）
か
ら
二
四
万 

二
〇
七
八
人
（
同
二
五
年
）
と
毎
年
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
今
後
、「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
と
し
て
の
世
界
遺
産
登
録

な
ど
を
控
え
、
ま
す
ま
す
観
光
客
が
増
加
す
る
可
能
性
も
高
い
。
漁

協
女
性
部
の
取
り
組
み
が
よ
り
盛
況
と
な
り
、
ひ
い
て
は
漁
業
者
の

収
入
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

上
五
島
町
漁
協
で
は
、
移
動
販
売
事
業
や
女
性
部
の
「
漁
師
の
朝

飯
」
な
ど
新
た
な
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
生
き
残
り
を
模
索
し
て

い
る
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
も
多
く
、
試
行
錯
誤
が
続
く

と
思
う
が
、
漁
業
者
自
ら
が
考
え
、
行
動
に
移
す
こ
と
こ
そ
が
、
現

状
を
打
破
す
る
近
道
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
加
工
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
、

とれたてのイサキの刺身。「漁師の朝飯」では、その時々の旬の魚が並ぶ。
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大
都
市
圏
へ
の
販
路
拡
大
な
ど
に
よ
る
漁
業
収
入
の
向
上
に
地
道
に

取
り
組
む
有
川
町
漁
協
を
紹
介
し
た
い
。

３
．
漁
協
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
加
工
品
の
販
売
に
活
路
を

見
出
す
有
川
町
漁
協

（
１
）
定
置
網
が
主
流
の
有
川
町
漁
協

　

中
通
島
の
東
北
部
一
帯
を
占
め
、
行
政
の
中
心
で
も
あ
る
旧
有
川

町
。
北
東
に
向
か
っ
て
Ｖ
字
に
広
が
る
有
川
湾
の
付
け
根
に
位
置
す

る
の
が
有
川
町
漁
協
で
あ
る
。

　

か
つ
て
よ
り
漁
業
で
栄
え
、
捕
鯨
も
盛
ん
だ
っ
た
有
川
港
。
現
在

は
、
漁
協
自
営
定
置
網
や
経
営
団
（
有
川
漁
業
団
）
定
置
網
（
八
カ
統
）、

個
人
定
置
網
（
八
カ
統
）
な
ど
、
水
揚
げ
の
約
八
割
を
定
置
網
が
占

め
る
。
こ
の
ほ
か
刺
網
、
一
本
釣
り
、
タ
コ
ツ
ボ
、
採
介
藻
漁
業
な

ど
を
行
う
組
合
員
も
い
る
。
主
な
魚
種
は
、
ト
ビ
ウ
オ
（
あ
ご
）、
シ

イ
ラ
、
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
、
サ
ン
マ
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど
。
有
川
湾
の

特
徴
上
、
北
東
の
風
が
吹
く
と
き
は
水
揚
げ
が
伸
び
る
と
い
う
。

　

有
川
町
漁
協
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
長
崎
県
漁
連
に
委
託
し
、

各
市
場
へ
鮮
魚
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
。
四
～
九
月
は
県
漁
連
が
ト
ラ

ッ
ク
に
積
み
込
ん
で
九
州
商
船
の
フ
ェ
リ
ー
で
島
外
へ
運
ぶ
。
ど
の

市
場
へ
出
す
か
は
、
そ
の
と
き
の
魚
価
な
ど
を
踏
ま
え
た
漁
協
の
判

断
に
よ
る
。
こ
の
ほ
か
、
魚
に
よ
っ
て
は
、
夕
方
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗

せ
て
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
一
〇
～
三
月
に
か
け
て
は
、
大
型
船
団
が

操
業
し
水
揚
げ
が
多
い
た
め
、
漁
協
保
有
の
運
搬
船（
二
〇
ト
ン
）
で

主
に
佐
世
保
魚
市
場
へ
出
荷
す
る
。
ま
た
、
漁
獲
量
に
よ
っ
て
は
、

県
漁
連
に
運
搬
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

一
箱
当
た
り
の
海
上
輸
送
費
は
二
五
〇
円
（
こ
の
う
ち
三
分
の
二
が

補
助
）。
有
川
町
漁
協
参
事
の
濱
村
裕
二
さ
ん（
以
下
、
濱
村
さ
ん
）は「
離

島
活
性
化
交
付
金
の
輸
送
費
支
援
は
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
。
漁
業

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
効
果
が
あ
る
の
で
、
三
年
で
終
了

す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
、
一
二
九
二
人
（
う
ち
正
組
合
員
三
四
三
人
）。

六
〇
歳
以
上
が
全
体
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
二
〇
歳
代
は
数

人
で
あ
る
。
新
規
就
業
者
の
確
保
が
課
題
で
、
特
に
定
置
網
に
就
く

人
間
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。「
定
置
網
の
募
集
を
島
内
で
か
け

て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
。
操
業
期
間
が
一
年
通
し
て
な
い
た
め
、
期

間
外
の
収
入
を
ど
う
担
保
す
る
の
か
が
難
し
い
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
場

合
、
住
む
家
と
と
も
に
、
定
置
網
期
間
外
の
仕
事
に
つ
い
て
も
受
け

入
れ
側
が
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
負
担
が
大
き
い
。
そ
こ

で
漁
協
と
し
て
は
、
島
の
住
民
や
島
に
家
が
あ
る
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
狙

っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
」
と
、
濱
村
さ

ん
は
新
規
就
業
者
確
保
の
厳
し
い
現
実
を
説
明
す
る
。

（
２
）
県
に
も
認
定
さ
れ
た「
五
島
海
之
蔵
」ブ
ラ
ン
ド

　

平
成
一
二
年
、
漁
協
の
建
物
の
す
ぐ
隣
に
水
産
加
工
場
が
建
て
ら

れ
た
。
こ
こ
を
活
用
し
、
漁
協
が
加
工
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
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め
た
の
は
平
成
一
二
年
ご
ろ
で
あ
る
。
新
鮮
な
魚
を
使
い
、
付
加
価

値
を
高
め
た
「
五ご

島と
う

海う
み

之の

蔵く
ら

」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
っ
た
。

　

原
料
は
、
あ
ご（
ト
ビ
ウ
オ
）や
イ
カ
が
中
心
。
漁
協
に
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
原
料
を
、
高
鮮
度
の
ま
ま
加
工
し
、
鮮
度
低
下
が
起

き
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
衛
生
管
理
も

徹
底
し
て
お
り
、

工
場
内
の
空
気
洗

浄
、
毎
日
の
生
産

管
理
や
衛
生
チ
ェ

ッ
ク
、
作
業
員
入

室
時
の
エ
ア
ダ
ス

タ
ー
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　

加
工
部
は
、
作

業
員
・
事
務
合
わ

せ
て
一
三
人
体
制
。

主
な
作
業
は
、
午

前
中
に
下
処
理
を

し
て
、
午
後
に
干

し
た
り
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
な
ど
を

行
う
。
ど
の
く
ら

い
の
量
を
加
工
へ

回
す
か
は
、
そ
の
日
の
朝
の
水
揚
げ
に
よ
り
、
そ
の
都
度
調
整
す
る
。

　

現
在
、
あ
ご
や
イ
カ
加
工
品
を
軸
に
、
塩
干
し
品
、
粉
末
だ
し
製

品
な
ど
幅
広
い
加
工
商
品
を
製
造
・
販
売
。
主
な
取
り
引
き
先
は
、

島
内
の
ス
ー
パ
ー
や
卸
業
者
の
ほ
か
、
島
外
で
は
長
崎
県
漁
連
、
長

崎
漁
港
水
産
加
工
団
地
協
同
組
合
、
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー
・
久
原
本

家
グ
ル
ー
プ
の
久
原
本
家
食
品
（
福
岡
県
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

自
社
店
舗
で
の
販
売
や
、
催
事
へ
の
出
展
・
販
売
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
通
信
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
六
年
度
の
年
間
販
売
額
は
約
一
億
一
〇
〇
〇
万
円
。
販
売

高
の
比
率
を
み
る
と
、
島
内
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
崎
県
本
土
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
県
内
で
半
数
を
占
め
る
ほ
か
、
福
岡
県
や
関
東
な
ど

の
売
り
上
げ
が
多
い
。
漁
協
加
工
課
長
の
江え

濱は
ま

真
一
郎
さ
ん
（
以
下
、

江
濱
さ
ん
）
は
、「
中
部
・
関
西
・
四
国
地
方
の
販
売
が
弱
い
。
こ
の

エ
リ
ア
を
ど
う
開
拓
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
」
と
話
す
。

　

と
は
い
え
、
豊
か
な
海
の
幸
を
活
か
し
、
安
全
・
安
心
に
徹
底
的

に
こ
だ
わ
っ
た
「
五
島
海
之
蔵
」
商
品
の
評
価
は
高
い
。「
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
お
客
様
も
多
い
。
特
に
焼
あ
ご
だ
し
関
連
の

無
添
加
商
品
が
多
い
。『
焼
あ
ご
だ
し
パ
ッ
ク
（
あ
ご
を
粗
挽
き
の
粉
末

に
し
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ
た
商
品
）』
や
『
ま
ま
の
恵
み
（
焼
あ
ご
粉
末
）』

は
物
産
展
な
ど
で
も
反
応
が
よ
い
。『
ま
ま
こ
（
味
付
焼
あ
ご
）』
は
中

骨
も
や
わ
ら
か
く
子
ど
も
が
よ
く
食
べ
る
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ

く
」
と
、
江
濱
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

長
崎
県
で
は
、
県
内
で
水
揚
げ
さ
れ
た
原
料
を
使
用
し
、
か
つ
厳

工場内の様子。衛生管理を徹底し、安心安全な商品の提供を心がけている。
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格
な
品
質
基
準
を
充
た
し
た
商
品
を
、「
平
成
長
崎
俵た
わ
ら

物も
の

（
以
下
、
俵

物
）」
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
俵
物
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
い

わ
ば
長
崎
を
代
表
す
る
逸
品
と
し
て
、
県
か
ら
お
墨
付
き
を
も
ら
う

こ
と
で
あ
る
。
有
川
町
漁
協
で
は
、
県
か
ら
の
声
掛
け
に
よ
り
俵
物

の
登
録
に
取
り
組
み
、
平
成
一
五
年
ご
ろ
に
み
ご
と
認
定
企
業
と
な

っ
た
。
認
定
さ
れ
た
商
品
は
二
年
に
一
度
再
審
査
が
行
わ
れ
る
。
現

在
、
漁
協
の
商
品
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
「
い
か
茶
漬
け
」 

「
水
い
か
一
夜
干
し
」「
あ
ご
丸
出
し
」
の
三
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

有
川
町
漁
協
は
、
平
成
二
六
年
一
一
月
二
日
、
東
京
・
築
地
で
開

催
さ
れ
た
「
F
i
s
h
¦

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」（
主
催
：
全
国
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
）
に
参
加
。
そ
こ
で
開
か
れ
た
「
国
産
魚
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ

シ
ュ
商
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
五
島
海
之
蔵
「
う
ま
か
亭
／
飛
魚
（
あ

ご
）」
を
出
品
し
、
み
ご
と
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
を

受
賞
し
た
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
は
、「
手
軽
・
気
軽
に
お
い

し
く
水
産
物
を
食
べ
る
こ
と
及
び
そ
れ
を
可
能
に
す
る
商
品
や
食
べ

方
」（
同
グ
ラ
ン
プ
リ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

漁
協
の
加
工
商
品
の
品
質
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け
て

　

こ
れ
ら
加
工
商
品
の
販
路
開
拓
に
あ
た
っ
て
、
漁
協
は
積
極
的
に

催
事
（
物
産
展
）
を
利
用
し
て
い
る
。
江
濱
さ
ん
は
、「
催
事
な
ど
へ

の
出
展
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
（
平
成
二
七
年
八
月
現
在
）

だ
け
で
も
、
島
外
催
事
へ
の
出
展
は
二
七
カ
所
に
な
る
。
出
展
の
際

は
、
前
後
に
必
ず
営

業
を
入
れ
て
、
商
談

も
兼
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
も
必

ず
出
し
て
い
る
。
今

後
は
、
催
事
出
展
を

現
状
維
持
程
度
に
と

ど
め
て
、
営
業
や
商

談
会
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
た

い
」
と
展
望
を
語
っ

た
。

　

国
土
交
通
省
離
島

振
興
課
で
は
平
成

一
八
年
度
か
ら
二
四

年
度
ま
で
、
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」（
以
下
、
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
。
国
内
外
の
食
品
関
連
企
業
、

団
体
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る
食
品
・
飲
料
展
）
に
「
島
の
逸
品
」
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、
島
商
品
の
開
発
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実

施
し
た
が
、
有
川
町
漁
協
は
す
べ
て
参
加
し
て
い
る
。
江
濱
さ
ん
に

よ
る
と
「
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
は
、
他
の
物
産
展
な
ど
と
違
い
、
食
品
メ

ー
カ
ー
や
外
食
、
商
社
・
卸
・
小
売
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
食
の
プ
ロ
が

集
ま
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
商
談
へ
つ
な
が
る
。
こ
う
い
っ
た
催
事
は

「うまか亭／飛魚」は、平成26年11月に東京で開催された「Fish-1
グランプリ」において全漁連会長賞を受賞。
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あ
ま
り
な
く
、と
て
も
貴
重
な
場
で
あ
っ
た
」と
い
う
。加
え
て
、「
現

在
、
催
事
な
ど
に
参
加
す
る
際
は
、
こ
れ
ら
の
蓄
積
を
活
か
し
、
お

客
様
に
意
見
を
あ
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
雰
囲
気
づ
く
り
に
注
意
し

て
い
る
。
ま
た
、
商
談
な
ど
の
な
か
で
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り
、
島
内
の
農
協
と
協
力
し
て
農
産
物
を

原
料
に
使
用
し
た
他
に
は
な
い
商
品
づ
く
り
も
考
え
て
い
る
。
試
作

品
は
、
漁
協
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
取
り
引
き
先
へ
も
送

付
し
、
ご
意
見
を

う
か
が
い
な
が
ら

完
成
さ
せ
る
と
と

も
に
、
対
面
販
売

な
ど
で
お
客
様
の

反
応
も
み
て
微
調

整
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　

今
後
は
、
中
京

地
域
の
販
路
開
拓

も
兼
ね
て
、
新
上

五
島
町
観
光
物
産

協
会
な
ど
島
の
団

体
と
協
力
し
た
名

古
屋
の
名
鉄
百
貨

店
で
の
上
五
島
物

産
展
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
江
濱
さ
ん
は
、「
既
存
の
水
産
加
工
商
品
の
製
造
で
は
、

販
売
高
に
限
界
が
あ
る
」
と
も
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
一
次
処
理
し
た
鮮
魚
や
冷
凍
原
料
な
ど
を
、
鮮
度
が

高
い
ま
ま
届
け
、
か
つ
取
り
引
き
先
に
お
い
て
も
内
臓
な
ど
の
ゴ
ミ

が
出
な
い
よ
う
な
処
理
方
法
も
含
め
た
新
た
な
商
品
づ
く
り
、
提
案

で
あ
る
。
実
際
、
一
次
処
理
し
た
ヤ
リ
イ
カ
に
つ
い
て
、
大
手
缶
詰

メ
ー
カ
ー
と
の
取
り
引
き
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
や
マ
カ
オ
、
カ
タ
ー
ル
と
い
っ
た
外
国
へ
の
凍

結
品
の
移
出
も
模
索
し
て
い
る
。

　

有
川
町
漁
協
の
取
り
組
み
自
体
は
、
特
段
目
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
全
国
の
多
く
の
漁
協
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
と
言
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
販
路
拡
大
に
向
け
て
積
極
的
に
催
事

な
ど
へ
出
展
し
、
専
門
家
や
お
客
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
地
道
に

改
善
・
改
良
を
図
る
姿
勢
は
、
見
習
う
べ
き
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。

ま
だ
ま
だ
手
探
り
段
階
の
取
り
組
み
も
多
い
が
、
県
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
認
定
さ
れ
た
り
、
新
た
な
取
り
引
き
の
開
拓
な
ど
に
つ
な
が
り

始
め
て
い
る
点
も
、
他
の
漁
業
者
の
励
み
と
な
る
。

　

江
濱
さ
ん
は
、
取
材
の
最
後
に
「
加
工
事
業
を
盛
り
上
げ
て
、
島

内
の
雇
用
を
増
や
し
た
い
」
と
、
目
標
を
語
っ
た
。
こ
の
一
言
は
、

多
く
の
島
の
方
々
の
共
感
を
得
る
に
違
い
な
い
。

加工事業を盛り上げて島の雇用を増やしたい、と話す有川町漁協の
江濱真一郎加工課長。
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４
．
生
産
の
安
定
に
向
け
た
水
産
資
源
の
回
復
を

　

今
回
取
り
上
げ
た
上
五
島
町
漁
協
、
有
川
町
漁
協
を
は
じ
め
、
島

の
漁
業
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
魚
価
の
低
迷
に
加
え
燃
料
の
高
騰
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
特
に
重
要

な
の
は
水
産
資
源
の
減
少
で
あ
る
。
水
産
物
の
生
産
の
安
定
は
、
漁

協
や
漁
家
経
営
が
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
に
し
て
も
、
基

盤
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
有
川
漁
協
の
濱
村
さ
ん
は
、「
鮮
魚
に
し

て
も
、
加
工
に
し
て
も
安
定
し
た
水
揚
げ
が
あ
っ
て
こ
そ
事
業
と
し

て
成
り
立
つ
。
水
産
資
源
の
回
復
・
保
全
は
、
漁
協
と
し
て
も
長
い

ス
パ
ン
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
と
話
す
。

　

新
上
五
島
町
水
産
課
課
長
補
佐
の
濵
口
友
司
さ
ん
も
、
藻
場
環
境

の
悪
化
に
よ
る
漁
獲
量
の
減
少
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
事
業
や
町
の
単
独
事
業

と
し
て
種
苗
放
流
や
食
害
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
魚
礁
や
藻

場
礁
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
資
源
の
回
復
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

加
え
て
平
成
二
六
年
度
か
ら
は
、
網
仕
切
り
に
よ
る
食
害
防
止
対
策

を
施
し
た
海
域
で
の
藻
場
の
増
殖
の
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
、
水
産

資
源
の
回
復
を
図
っ
て
い
る
。

　

有
川
町
漁
協
の
あ
る
有
川
地
区
漁
業
集
落
で
は
、
離
島
漁
業
再
生

支
援
交
付
金
を
活
用
し
た
漁
場
の
再
生
活
動
と
し
て
、
昨
年
度
、
海

岸
清
掃
や
ガ
ン
ガ
ゼ
駆
除
、
岩
礁
清
掃
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
イ

カ
産
卵
床
（
柴
）
を
設
置
し
、
産
卵
場
を
造
成
し
た
。
同
地
区
は
、

藻
場
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
た
め
、
藻
場
礁
を
整
備
し
、
そ
の
回

復
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
並
行
し
て
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、
ア

カ
ウ
ニ
、
ア
サ
リ
の
稚
貝
、
オ
ニ
オ
コ
ゼ
や
カ
サ
ゴ
、
ヒ
ラ
メ
の
稚

魚
な
ど
を
放
流
し
て
生
産
性
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
漁
場

監
視
に
も
努
め
て
お
り
、
平
成
二
六
年
度
は
八
〇
回
の
監
視
活
動
も

実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、
漁
場
の
生
産
性
が
向
上
し
、
特
に
カ
サ
ゴ

の
水
揚
げ
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
な
ど
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
は
じ

め
て
い
る
と
い
う
。

　

水
産
資
源
の
回
復
に
は
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

行
政
に
お
い
て
は
、各
島
々
の
取
り
組
み
を
短
期
的
で
は
な
く
、中
・

長
期
的
な
視
点
で
評
価
し
、
継
続
的
な
支
援
を
期
待
し
た
い
。

●

　

新
上
五
島
町
に
は
、
紹
介
し
た
二
漁
協
に
加
え
て
五
つ
の
漁
協
が

あ
る
。
時
間
の
都
合
上
す
べ
て
を
回
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

役
場
や
島
の
方
々
に
よ
る
と
、
今
回
取
り
上
げ
た
両
漁
協
と
遜
色
の

な
い
く
ら
い
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
。
今
後
、
機
会
を
見
つ
け
て
、
す
べ
て
の
漁
協
の
話
を
う
か
が

い
た
い
。

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
実
感
し
た
こ
と
が
あ
る
。
水
産
業
は
、
ま

さ
に
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。�

（
森
田
）


